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ロービジョンのH T M L 教材、H T M L ビユーア利用の有効性について
氏間和仁

愛媛県立松山盲学校

1 ．はじめに

口一ビジョンの拡大教材は，弱視教育の草倉リ
期においては，教員の手書きによって作成され
ていた．その後拡大コピー機が導入され，□－
ビジョンの個人差に応じた倍率の教材を提供す
ることができるようになった．しかし単なる拡
大コピーでは，書体や文字間・行間等を見えや
すい条件で設定することができないという問題
も有している. □－ビジョンは, 眼疾や視力･ 視
野等の視機能の障害の状態が一人一人異なるた
め，すべての□－ビジョンに有効な読教材の条
件を設定することは，困難であることが指摘さ
れている．そこで，拡大読教材の作成に向けた
調査が行われ，拡大教材の作成のための蟇準値
的な値を導く試みがされてきた( 1 ) ．
しかし，一人一人を見つめるべき弱視教育に

おいて，個人の見え方に応じたレイアウトで教
材を提示することは理想であると考えられる．
そこで, 氏間はH T M L を視覚障害教育で利用す
ることの有効性について主張してきた( 2 ) ．これ
を利用すれば，容易にレイアウトを設定でき，
画面上だけでなくプリントアウトして利用する
こともできることが分かった．本報告では，
ロービジヨンの教材をH T M L で作成することの
有効性と, H T M L ビューアを併用することの利
点などについてまとめる．

2 . H T M L 教材とは

2 - 1 H T M L で教材を作ることの意味

H T M L は八イパリンクで教材間の移動が容易

である．情報をシームレスにつなぎ合わせるこ
とで，口一ビジョンの苦手とする検索作業を支
援できる．また，レイアウトが C S S
( C a s c a d i n g S t y l e S h e e t s )などで容易に市佃
できることから，□－ビジョンの見え方に応じ
たレイアウトを作り出せる．全県が校区である
盲学校にとっては，ネットワークで教材を共有
することで遠隔地の児菫・生徒にも対応できる
などの利点を持っている( 2 ) ．また，情報教育と
いう角度から, 教師がH T M L を用いて簡単な教
材を作ることの重要性も指摘されはじめている
(3）

2 - 2 H T M L 教材の有効性

氏間はH T M L 教材を弱視教育の現場で用いた
効果について報告している．「筋と神経」の
H T M L 教材を6 名の□－ビジョンと4 名の全盲
者に試用してもらった感想を表1 に載せる( 2 ) ．
また，「経絡経穴概論」のH T M L 教材を□－ビ
ジョンに試用してもらった事例もある( 4 ) ．同報
告も前者のものとほぼ同じ感想であった．
このような事例による検討だけでなく，

H T M L 教材について定量的な検討も行っている
( 5 ) . H T M L 条件と八一ドコピー条件, P D F 条
件で読速度と検索時間を比較した．その結果，
C P S を補償するなどの条件が整えば3 条件で読
速度に差は認められなかった．また，検索時間
は八一ドコピーとP D F 条件よりもH T M L 条件
の方が短かった．その要因として, H T M L では
文字と背景の配色だけでなくマウスの色も設定
できること, 次節で紹介するH T M L ビューアを
用いてC S S を設定し, 簡単にレイアウトを調整

表1 H T M L 教材試用の感想
丈 象 感想

読みやすい表示に変更できるので使いやすい．
教科書を調べるよりも検索に時間がかからない．

ロービジョン ノートパソコンに入れておけば，いつでも復習や調べものができるので
便利である．
マウス操作が大変である．操作を覚える必要がある．

全盲 テキストデータと違い，検索や移動が非常に楽にできる．
読み上げの制度に問題がある．
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した効果などが挙げられている．
H T M L 教材は実践から見ても, 定壼的なデー

タから見てもかなり有効な教材の1 つであるこ
とが分かる．

B . H T M L ビューアの開発

H T M L 教材のみで用いてもブラウジングソフ
トの機能によりレイアウトの設定ができる．ま
た，ブラウジングソフトにユーザスタイルシー
トを設定すると, C S S が利用できるため，レイ
アウトの種類と値を細かく設定することが可能
となる．しかし，それでは設定を行うためにマ
ウスを用いる必要があるし，操作方法を習得す
る必要がある．表1 の感想で「マウス操作が大
変である. 操作を覚える必要がある. 」と答えて
いることからも，□－ビジョンにとってのデメ
リットは理解できる. そこでH T M L 教材を□－
ビジョンの見え方に応じて手軽に設定し，表示
するためのビューアが必要になる．そこで氏間
はH T M L 提示ツールを試作し( 4 ) , 現在は改良版
を発表している( 6 ) ．
H T M L ビューアはH T M L コンテンツのレイ

アウトを簡単かつ自由に設定できるツールでな
ければならない．したがって, H T M L ビューア
は以下の要求を満たすように開発された
●設定可能なレイアウト：

読書に関する先行研究より，文字サイズ，
配色，文字間隔，行間隔，1 行文字数，フォ
ントについて，自由に設定できる．

●キーボード操作が中心：
□－ビジョンは視覚に様々な障害を持って

いるため，マウス操作が苦手な者が多くい
る. したがって, マウス操作を少なくし, キー
ボード操作を多く取り入れる．

●導入が簡単：
ソフトのインストールなどを行わなくても

利用できるようにする．
●スタンドアロンでも使用可能：

利用者全員がH T M L 教材をインターネッ
トで見られるわけではないので, C D - R O M
などを介してスタンドアロンでも利用でき
る．

●C S S による調整：
多くのH T M L コンテンツで利用できるよ
うに，レイアウトの調整にはC S S を活用す

る．
その結果，これらの要件を満たすH T M L

ビューアが完成した．
開発に使用した言語はJ a v a s c r i p t である. 同

言語はスタンドアロンでも利用でき，キーボー
ドの操作を実現し，新たなソフトの購入やイン
ストールをしなくても利用できるなどのメリッ
トがある. 小山は, J a v a s c r i p t で実現するW e b
教材の特徴として，応答が速い，オンラインで
も利用できる，オフラインでも利用できる，特
殊なソフトは不要の4 点を挙げている( 7 ) ことか
らも，妥当な選択と考えられる．開発環境は，
O S としてW i n d o w s S B , ブラウザとして
|nternetExplorer5.Oを利用した．
完成したH T M L ビューアの利用について簡単
に説明する．利用者は，本H T M L ビューアを組
み込んだW E B ページを参照すればビューアを
意識する必要はない．ビューアが稼働している
ページで，スペースキーを押すと，設定部の1
ページ目へ移動する．設定部では，左右の矢印
キーで設定ページ間を移動し，上下のキー1 ) で
各ページのパラメータを変更し，エンターキー
で元いたページへ戻る．利用者はマウスを操作
することなく，望ましいレイアウトを設定でき
る．
現在，設定できるレイアウトの種類は，文字
サイズ, 配色, 文字間隔, 行間隔，フォント，ア
ンカー文字色，行長，グラフィックの反転であ
る2)．

4 . H T M L 教材の利用事例

次に, H T M L 教材とH T M L ビューアを組み
合わせた使用事例を紹介する．

4 ‐1 コンピュータでの利用

H T M L 教材とH T M L ビューアはインター
ネットの技術を利用している．そのためコン
ピュータで使用できることは当然のことである．
しかし，これまでの教育ソフトと違い，ソフト
の購入やインストールの作業を伴わない. また，
オンラインで供給されるというメリットを持つ

N e t s c a p e N a v i g a t o ｢ ではテンキーを利用
する．

2）－部NetscapeN a / i g a t o ｢では利用できない
- g O -
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図1 H T M L 教材試用の感想

ている．したがってサーバにアクセスすること
により，常に最新のH T M L 教材やH T M L ビュー
ア，またはその他のソフト( 7 ) を利用することが
できる（図1 ）
H T M L ビューアは，サーバからH T M L 教材
とH T M L ビューアソフトを読み込み，□－ビ
ジョンのユーザは個々の見え方に適したレイア
ウトに設定するそのデータはユーザ側に保存
される教材のコンテンツはサーバで管理され，
ユーザのレイアウトに関する個人データはクラ
イアントマシンで管理する形をとる( 8 )

4 －2 ハードコピー教材の作成

H T M L 教材とH T M L ビューアは, コンピュー
タ上で利用することを前提としているしかし，
これらはハードコピー教材の作成にも利用でき
る□－ビジョンの見えにくさが多様である
( 9 ) したがって，我々教師が□－ビジョンに提
示するプリント教材は，本来文字サイズ，配
色行長，フォント，行間隔文字間隔などの

~ 寺ロム

重ボスター．1 6
,

レイアウトを，一人一人の□－ビジョンに応じ
て設定するのが理想であるしかし，それは作
業が煩雑になり現実的でないことが指摘されて
いるのも事実である( 1 )
なぜ，現実的でないのだろうか．例えば文字
サイズを変更すると，1 行文字数や1 ページ行
数を変更しなければならないまた様々な設定
を行うと再利用のためにファイル名を変えて全
てを保存しなければならないファイル内容の
変更の必要性が生じた場合は全てのファイルを
訂正しなければならなくなる( 図2 ) ．
H T M L 教材とH T M L ビューアを利用すると，
この煩雑さが改善されるH T M L ビューアはレ
イアウトデータを8 桁の数字で管理している( 表
2 ) したがって，それぞれの□－ビジョンのレ
イアウトデータを－度決めておくと，それを
H T M L ビューアに入力することで，レイアウト
を再現でき，それを印刷すればハードコピーの
教材ができあがるこの方法は, H T M L 教材

表2 設定ページの構成
ページ数設定内容レイアウトデータ担当部分
1 文字サイズ X O O O O O O O
2 全体の配色 O X O O O O O O
3 行間隔 O O X O O O O O

4 文字間隔＊ O O O X O O O O

5 1 行の長さ O O O O X O O O
6 アンカー文字色O O O O O X O O
7 図の配色＊ O O O O O O X O

8 フォント O O O O O O O X

* は, N e t s c a p e N a v i g a t o ｢ 未対応

図2 教材作成方法の違いによる比較

ワードプロセッサによる管理H I M L 教材H T M L ビューアによる管理

必要なレイアウト数だけファイルができる．フ
ァイルの管理や．修正が大変であり．非効率
的である．

データ

必要なレイアウト数だけレイアウトデータを用意
すればよい．ファイルは1 つなので修正や管理
も楽であり、効率的である．
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ファイルの変更の必要性が生じても，当該の
H T M L 教材ファイルのみを訂正すればよ< ,
ファイルの管理が容易になる( 図2 ) ．
ファイルの管理や修正，レイアウトの設定が容
易になると，□－ビジョン－人一人に適した，
よりきめ細かな教材の提供が可能になることが
予想される．

5 . まとめ

H T M L 教材は，八イパリンクやインターネッ
トでの活用, レイアウト設定の容易さなどから，
□－ビジョンにとって利用しやすい教材の1 つ
であることが分かった．また, H T M L 教材や
H T M L ビューアはコンピュータ上のみの利用で
なく，プリント教材の作成にも向いていること
が分かった．さらに，ユーザのみでなく我々作
成者にとっても，ファイルの管理やレイアウト
設定の容易さから，利用しやすい教材であるこ
とが分かった．
H T M L 教材を作るためには多少知識が必要で

あるが，それは教師にとって難解なものではな
く，十分克服できる課題であることが指摘され
ている( 3 ) . H T M L 教材を作成するためのソフト
は特に指定がないため，ワープロソフトや無料
のエディタでもかまわない．安価に作ることの
できる教材でもある．
H T M L 教材のレイアウト設定に用いている

C S S t a H T M L ビューアの開発言語である
J a v a s c r i p t はブラウジングソフトの種類によ
り表示や動作に違いが見られる不具合もある．
しかし，使用環境を一般的に利用されるブラウ
ジングソフトに限定したとしても，そのメリッ
トは十分に享受できると考えられる．
容易で, 安価に作成できるH T M L 教材はロー
ビジョンのニーズに細かく応えられるプリント
教材を作成できる．この手法が広がり, H T M L
を理解した作成者も増え，一人一人のロービ
ジョンのニーズに応じたレイアウトのH T M L 教
材やプリント教材であふれる教育現場の到来を
期待している．

参考文献
( 1 ) 日本弱視教育研究会，“弱視児に対する拡

大教材の必要性と望ましい教材拡大のあり
方" ，平成B 年度文部省｢ 教育方法の改善に
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弱視児のためのH T M L 教科書の試作
○氏間和仁，窪田憲二，森永實美

愛媛県立松山盲学校

害の紹介、児菫が利用した結果について報告
する。

1 ．はじめに
これまでの報告で分かってきているように、

弱視者が効率的に読むことを目指したとき、
読書に影響する視覚的要因を挙げると、文字
の大きさ、文字の空間解像度、コントラスト、
ウィンドウサイズ、波長の効果、文字間など
多岐に渡るこが指摘されている( ' ) 。これらの
多彩な要因を調節して教材を提示する方法を
考えたとき、既存の補償方法では限界がある
ことが考えられる。中野らは読書の効率に影
響を及ぼすことが考えられる要因をコンピュ
ータにより調整した読材料の提示方法を試み
た。その結果、それまで読書を避けていた子
どもが読書を意欲的に行い、その時間も飛躍
的にのびたことを報告している( 2 ) 。この要因
としてコンピュータ上で子どもの見えにくさ
を、多種類のパラメータで調整した読材料を
提示したことが挙げられる。この剣美からコ
ンピュータを活用した読書の補償方法は有効
であることが伺える。
氏間は、弱視の見えにくさの特徴と、コン
ピュータによる補償方法の先行研究と、最近
急速に発達したインターネット樹桁に着目し、
ホームページを記述する言語であるH T M L
( H y p e r T e x t M a r k u p L a n g u a g e )により
作られた教材、H T M L 教材力盲学校の教育で
有効であることを指摘した( 3 ) 。さらに、
H T M L 教材のレイアウトを簡単に調整するこ
とができるH T M L ビューアを開発した( 4 ) 。同
研究ではH T M L 文章と印刷文章の条件で弱視
者の読速度と検索時間を比較した実験も行っ
た。その結果、H T M L 文章は印刷文章と同等
以上の論主度が保てること、H T M L 文章は印
刷文章よりも検索時間が短いことなどが分か
った。
弱視者の読書に影響を与える視覚的要因が
多岐にわたること、それらの多岐にわたる要
因を調節し補償する方法としてH T M L 教材が
あること、H T M L 教材の読書速度や検索時間
を、印刷物と比較した場合、同等以上の成續
が保てることが分かった。そこで著者らは
H T M L により作られた教科書、H T M L 教科書
の作成に着手することにした。本レポートで
は、H T M L 教科書の作成過程と、H T M L 教科

2 . H T M L 教科書作成の背景と作成作業
本節では、H T M L 教科書の作成作業、

H T M L 教材作成時に工夫した点について述べ
る。
今回は、後述する児童A が利用することを

考えH T M L 教科書の作成に着手した。H T M L
教科書を利用することにより、A 児の読書環
境を改善し、学習の能率を上げることが目的
である。
H T M L 教科書作成にあたっては、係を分担

して作業を進めることにした。
H T M L 教科書作りを、H T M L ファイル作成

係と画像ファイル作成係の2 つの係に分け、
それぞれ同時進行で作業を行った。
作業を分けることによって、作業内容を単

純化することを狙いにしている。分担作業を
進めるにあたって工夫した点は、事前にファ
イル名に規則性をもたせ、それぞれの担当者
が作成したファイルを作業用ディレクトリに
移すとH T M L 教科＝が完成するようにした点
である。ファイル名の規則は図1 に示す。教
科書の写真や図譜に番号を振り、これを各ペ
ージの画像番号とした。画像番号はページが
変わるとリセットされるようにした。

角

、

H T M L ファイルの規則
1 - O O 1 . h t m

■■I ■■■■■■■■■■■■

ペーシ数

巻
巻
上
下

１
２

画像ファイルの規則

1-OO1-1・jpg
■■■■■■■■■■一一一_ ＝三二一

画像番号

H T M L ファイルと同様

図1 ．ファイル名の規則
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このようにファイル名の付け方に規則性を
もたせることで、H T M L ファイル作成係は画
像ファイルをI M G タグで埋め込む際に画像フ
ァイルが存在しない環境でも作業を進めるこ
とが可能になる。画像ファイル作成係も、あ
らかじめ決められた画像番号にしたがって画
像を取り込み、ファイル名を付けていくだけ
なので、作業が滞りなく進められた。

3 . H T M L 教科書の概要
本節では、作成したH T M L 教科書の概要に

ついて述べる。

3 . 1 ．プログラム上工夫した点
本H T M L 教科書にもH T M L ビューア( 4 ) を組

み込んでおり、文字サイズや配色、文字間隔
などのパラメータを設定することができるよ
うになっている。また、授業を進める際、他
の生徒との指導の一貫性や指導上の能率性を
考えて教科書1 ページを1 ファイルとした。そ
れ以外に、本H T M L 教科書には次のような工
夫を施した。
●キーボード操作でページ移動を行う。
●本文ページと画像ページを分けた。
●各ページの最下部に画像へのリンクを配し
た。

●画像ページではキーボード操作で画像サイ
ズ、ネガ・ポジ反転ができるようにした。

弱視児の多くはマウス操作を苦手としてい
る。A 児も弱視であり、マウス操作を得意と
していない。したがって、1 つ目の工夫とし
て、本H T M L 教科書には矢印キーとエンター
キーの操作でページの移動ができるようにし
た。左矢印キーは前ページへ移動、右矢印キ
ーは次ページへ移動、エンターキーは目次ペ
ージへ移動とした。
2 つ目の工夫は、本文のページと画像ペー
ジに分けたことである。本文を文字のみにす
ることで、教科書をスムーズに読み進められ
るのではないかと考えたからである。さらに、
本文をテキストのみにしたことで、ブラウザ
ソフトがページを読み込む時間を短縮しペー
ジ移動の際、キー操作への追従性が高められ
たことも挙げられる。
3 つ目の工夫は、各ページは上部にテキス
トがあり、最下部に画象へのリンクを配した
ことである（図2 ) 。各ページのつくりを統一
することにより、操作性の向上をねらった。
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図2 H T M L 教科書の例

4 つ目の工夫は、画像ベージではキーボー
ド操作で画象サイズ、ネガ・ボジ反転ができ
るようにしたことである。本文の画像へのリ
ンクを張った文字から、画像のベージヘ移動
した後、スーベースキーを押すことでサイズ
を2 0 0 % まで拡大し、その後、ネガ・ボジ反
転して2 0 0 % まで拡大して元に戻るようにし
た。

4 . 利用の結果
現在、本格的な利用には至っておらず、

H T M し教科言を利用するための練習をしてい
る段階であるが、現段階で分かったことなど
をまとめる。

4 ．1 ．普段の学習の様子
対象児は小学校6 年で1 1 歳である。
遠見の視力は0 . 0 8 、近見の視力は0 . 0 9 で

ある。視野は4 方向で2 0 ～3 0 °程度である。
普段の学習の様子は、国語、算数については
拡大教科書を使用している。拡大教科書につ
いては補助具なしで使用することができる。
他の教科には拡大教科書がないため、教科書
を拡大して渡したり、パソコンで打ち直して
3 0 ポイントのサイズで印刷して渡したりして
いる。また、絵や画数の多い漢字を見るとき
には拡大読書器を利用している。拡大読書器
については、学校・寄宿舎・家庭で使えるよ
うに検討中である。
読書は2 8 ポイントの文字の場合は、1 分間
に2 4 0 字前後読むことができる。持続時間は
5 分程度集中して読むことができるが、長時
間になると目の疲れを感じるようである。



4 ．2 卜汀M L 教科書の利用の様子
普段から「文字を自分の読みやすい大きさ
に変えられるからいいな～｡ 」という感想を言
っていた。黒地に白字の設定は読みにくそう
であるが、設定を変えられるので問題はない。
行間、文字間を変えることにより読みが速く
なることがあった。
児菫がパソコンの直面を見慣れないことと、
文字サイズや字間を最適にしていないことや、
スクロール作業が必要なこともあり、読み速
度は1 分間に1 0 0 字穏宴となった。
しかし、H T M L 教科書を読んでいる様子を

観察していると、徐々に慣れている様子が伺
える。自立活動などを使い、十分に使い方の
練習をすれば自主学習としては十分に活用し
ていけると思われる。
児童の感想では、解像度を上げて取り込ん

でいる画象を見て｢ 絵が大きくなるのが良い｡ 」
と言っていた。かなり細部まで理解すること
ができたようだ。
キー操作を簡単にするようにしたこともあ
り、児菫もすぐに使うことができていた。

5 ．まとめ
H T M L 教科書を実際に作成し児菫に利用し

てもらった。H T M L 教科書の作成過程におい
ては、能率的に作業を行えるようにファイル
名の付け方などに簡単なルールを設け分担作
業をとった。この方法は作業を単純化し、作
業者の能率を上げられたように思われた。
その後、作成したH T M L 教科書を児菫に利

用してもらった。まだ2 度の利用にも関わら
ず、操作にも慣れ、画像の拡大機能に興味を
持ったことなどは、今後の活用に期待が持て
た。画面のスクロールへの慣れや表示環境を
調整することで読速度も徐々に上がってくる
と予想できた。
今回は、年度がはじまったばかりで新しい
教科書に触れる時間が短いところで報告する
ことになったが、現在の様子を観察していて、
利用に慣れるのには時間を要さないと思われ
る。今後、さらに利用の様子を観察し、
H T M L 教科書の有利な点と、限界などについ
て明らかにしていきたい。
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｢ 視覚障害児をもつ親のためのパソコン教室」実施報告と
京都視覚障害教育フォーラムの活動

- 2 0 0 1 年度地域活動支援事業報告一

石田全代，久保弘司，武内清（京都ライトハウス）
岸博実，藤井則之（京都府立盲学校）
久保ますみ（関西盲導犬協会）
林聡（京都市立新道小学校）

ハス－ 1

1 ．はじめに
京都には、日本最初の盲学校といわれる京都府立盲学校、視覚に障碍をもつ乳幼児と
その保護者のための母子通園施設「あいあい教室」から盲老人ホーム「船岡寮｣ 、生活訓
練を実施している「鳥居寮｣ 、点字出版、点字図書館、と幅広いサービスを提供している
京都ライトハウス、弱視の子どもたちが通うのではなく弱視学級に配置された教師が子
どもたちの在籍枝を巡回指導するという方式をとっているアイリス教室、全国にg 法人
しかない盲導犬育成施設の一つ関西盲導犬協会、といった専門機関があり、視覚障害児
・者に対してさまざまなサービスを提供できる状況にある。しかし、より質の高い、ニ
ーズに即したサービスを提供するには、それぞれの機関をつなぐ横の関係を持つことが
必要なのではないか、そんな考えから京都視覚障害教育フオーラムが結成された。
1 9 9 5 年9 月に第1 回研究会を開催し、以後、「点字」「点図」「福祉制度」「ロービ

ジョン・医学的' ノハビリテーション」「弱視擬似体験」など、1 1 回の研究会を開催し、
その時々にあわせてさまざまなテーマを取り上げてきた。また、視覚障害児を対象にし
たレクリエーションは1 9 9 6 年から毎年行なっているが、「盲導犬の体験歩行」「料理」
「陶芸教室」「餅つき」「乗馬」「川下り」など、主として体をいっぱい動かしての野外活
動を楽しみながら、いろいろな経験ができるようにと企画してきた。その際、弱視児に
対しては、ロービジョンを補うさまざまなツールを使いこなす力を育てるための工夫を
こらしているのも、このレクリエーションの特色となっている。
いつでも自由に参加できるように、と会費を徴収しての会員制度はとっていないが、
この7 年間で一度でもフォーラムの企画に参加した人は、およそ3 0 0 人に達している。

2 . 2 0 0 1 年度の活動状況
2 0 0 1 年度には、研究会を2 回とレクリエーションを1 回実施した。
6 月に行なった第1 0 回研究会は、「教職員を対象にした弱視擬似体験セミナー」とし

て開催した。2 0 0 0 年度にアイリス教室を巣立ち中学校に進学した子どもたちが例年
より多かったこと、まだまだ「弱視」ということが一般枝の先生にはわかってもらいに
くいこと、などの状況から、研究会でこのセミナーを行なうことにした。
白濁または視野狭窄の弱視シミュレーションレンズをかけて席につき、「視力の弱い子
どもの理解について」と題してアイリス教室の先生の授業を受けたあと、シミュレーシ
ョンレンズをつけたまま移動。ボールを床に転がしてのキャッチボールや数人でのじゃ
んけん、公衆電話の使用など普段子どもがしていそうなことをしてみた。体験の後は、
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この春大学を卒業したばかりの弱視の女性に来てもらい、ご自身の体験を通して先生た
ちに知っておいてほしいこと、接する上でのアドバイスを話してもらった。
参加者はわずか6 人だったが、弱視児の担任として、今までとは違った視点を持って
いただけたのではないかと考えている。また、潜在化していて十分なケアを受けられて
いない子どもたちの掘り起こしにつながるものとして、今後も教職員を対象にした研究
会を計画していきたい。
9 月に行なった第6 回レクリエーションは、京都府船井郡和知町にあるトレッキング

和知・和知鴨工房にお世話になり、視覚障害児1 1 名とその兄弟姉妹5 名の他、保護者、
スタッフ合わせて3 9 名が参加した。乗馬（引き馬）や川遊びのほか、鴨小屋に入り、鴨
のヒナを抱いたり、卵の中のヒナの鳴き声をきいたり、生命の誕生、ぬくもりを体感す
ることができた。昼食後は、イカダに乗っての川下り。後日、参加した保護者からは、「子
どものいきいきした姿を見て、新しい発見をした思いでした。こんなにも積極的に楽し
んで遊べる力を持っていたのかと思うと、私としては、お勉強より生きる力を持ってい
るんだぞと見せつけられた思いがしました」との感想をいただいた。
2 月には、後述の第1 1 回研究会「視覚障害児を持つ親のためのパソコン教室」を開催
した他、3 月には、1 年間の活動報告を含めた「フオーラム通信」を発行、過去の参加者
などに発送した。

3 ．視覚障害児を持つ親のためのパソコン教室
（1 ）実施のきっかけ
第1 1 回研究会のテーマとして、視覚障害児の親を対象にしたパソコン教室を選んだの
は、第1 0 回研究会でご自身の体験を語ってくださった弱視の女性から、別の機会に「パ
ソコンを使えばいろいろな可能性が生まれてくる。これからはパソコンを活用できるよ
うになることが重要」といった話を聞かれた視覚障害児の保護者の「パソコンが有効な
ことはわかったけれど、自分ではあまり使ったことがないし・・・」という声がきっか
けだった。
しかし、会場やパソコンを借りること、専門的な知識を持った講師を探し、講演や指

導をお願いすること等、会費制をとっていない運営方法では負担しきれない金銭面の問
題がネックとなってきた。そこで、視覚リハ協会地域活動支援事業に応募したところ、
協力を得ることができた。

（2 ）実施状況
実施日: 2 0 0 2 年2 月3 日（日）午前1 0 時～午後4 時
実施場所：京都ライトハウス
実施内容：午前講演「視覚障害者のパソコン利用について」（園I I E - 氏）

午後パソコン体験と質疑応答
参加者：午前のみの参加者（午後の見学者も含む) B 人

1 日参加者 1 6 人
体験サポートボランティア 9 人

午後の体験者内訳
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所属別内訳・・・小・中学生7 人（うち1 人晴眼者）
保護者 2 人
視覚障害者 2 人
眼科関係者4 人( O R T S 人、眼科医1 人）
学校関係者 1 人

視力別内訳・・・視覚障害者8 人
（うち音声のみ4 人、音声。拡大4 人）
晴眼者 8 人

ホス－ 1

パソコンは、京都ライトハウスで開催している視覚障害者向けI T 講座で使用してい
るノートパソコンを6 台借りることができた。このパソコンを使い、午後のパソコン体
験では、音声タイピング練習ソフト「ウチコミ〈ん」の他、音声ソフトや拡大ソフトを
体験。また、携帯電話を利用してインターネットに接続し、ホームページを閲覧した。
体験の際には、日頃からパソコンボランティアとして活動しておられる方々に協力をお
願いし、サポートに入っていただいた。1 台のパソコンを数人で使用するため－人の体
験時間は短かったが、どれぐらい文字が大きくなるのか、どんな声で読み上げるのかな
ど、体験を通して実際に知ってもらった後、改めて質問の時間を設けた。おとな達の質
疑応答の時間を利用して子ども達は別室へ。今度は一人に1 台のパソコンがあたり、そ
れぞれが思い思いに音声ゲームなどを楽しんだ。

（3 ）アンケート結果から
参加者にアンケートで研究会の感想などを求めたところ、1 7 名から回答が得られた。

回収率は、7 0 . 8 % だった。
午前中の講演の内容については、
むずかしかった。・・1 名（5 . 9 % ）
ちょうどよかった・・・1 1 名（6 4 . 7 % ）
もう少し詳しい話が聞きたかった・・・5 名（2 9 . 4 % ）
午後の体験については、
むずかしかった・・・1 名（6 . 7 % ）
ちょうどよかった・・・7 名（4 6 . 7 % ）
少しものたりなかった・・・6 名（4 0 % ）
となっており、約半数の参加者にとっては、難易度としてはちょうどよい内容の研究会
であったことが伺える。
また、「今後、このような会があれば参加してみたいと思いますか？」という質問に対
しては、
同じような内容なら参加してみたい・・・5 名（2 9 . 4 % ）
もう少し難しい内容なら参加してみたい・・・5 名（2 9 . 4 % ）
もう少し体験ができるなら参加してみたい・・・6 名（3 5 . 3 % ）
といった回答が得られた。
「子供向け、大人向けで体験の内容を変えた方がよかった」といった意見もあり、次
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回の研究会の内容や進め方､ 「わからなくなった時ボランティアの人がすぐ操作されるが、
こちらはボヤーと見える画面を見ているだけだった」といったボランティアの関わり方
などの課題はあるものの、概ね好評であった。
研究会の感想や今後の要望などを尋ねたところ、以下の意見が寄せられた。
・パソコンの操作など個々の体験に時間をかけてもらえたらありがたい（視覚障害者）
・資料の中に子供向けサイトの一覧表があったのがうれしい。ソフトの紹介もありが

たい。このような講習会を続けてほしい（保護者）
・フオーラムの機能として疑問、質問、要望を出し合って次回までの宿題としてはど

うか（保護者）
・情報交換したり、患者の受入れができやすくなる方法を一緒に考えていければと思

う( O R T )
. 日頃病院で接している子どもたちの生活場面に接することができ、大きな収穫があ

った( O R T )

（4 ）パソコン教室のその後
内容に対しての希望にバラツキはあったが、このような講習の開催が望まれているこ
とがわかった。どういう形になるかはまだわからないが、今後も企画していきたいと考
えている。
また、この研究会の後、フォーラムスタッフと参加した中学生との間で、同音異字ク
イズのやりとりがメールで続けられている。クイズは、盲学校の国語科教師がメールで
問題を発信し、統合教育を受けている点字使用の中学生二人がそれぞれメールで解答を
返す、それに対する評価と説明のメールを折り返す。このサイクルをおおよそ週に1 問
分のペースでやりとりしている。
点字使用者の漢字への理解を助ける意味で、盲学校に在籍していた先輩たちが「知ら
なかった、わからなくて困った」ともらしたことのある同音異義語を取り上げて、意外
性のあるクエスチョンを送るようにしている。これまでで好評だったのは、
「てんごく・ごくら< ・じごくの“ごく”は、どう違うかな？」（天国・極楽・地獄）
「けいさつ・けいじの“けい”は同じか、違うか？」（警察・刑事）
「けいさっしょちよう・ほけんしょちよう・けんきゅうしよちようの“しよ”のうち、
どれとどれが同じで、どれが別の漢字か？」（所と署）
といった発問だった。
中学生たちは「びっくりした！」「今度のは自信がある」「今回は難しかった」などと
しながら、「面白いから、もっとたくさん作ってどんどん送ってほしい」と関心を示して
いる。メールのやりとりそのものも楽しめているようである。

- g 4 -
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個々のロービジョンの状態に応じたH T M L 教材の利用
一盲学校における授業事例一

氏間和仁* 、小田浩一＊＊、田中恵津子* ＊＊、川嶋英嗣＊＊＊＊
＊愛媛県立松山盲学校

＊＊東京女子大学コミュニケーション学科
＊＊＊杏林アイセンター

＊＊＊＊東京女子大学コミュニケーション学科、長寿科学振興財団
あらまし：近年のインターネットの普及と相まってH T M L を禾l l 用した教材の作成が行われ
ている。H T M L により教材を作成しC S S でそのレイアウトを調整する方法によりロービジ
ョンの個々の見え方に応じた教材を用いた授業実践を行った。その際、視機能評価や読書
評価の結果から、読書評価チャートに合わせた文字サイズに調整された表示ツールを禾l 1 用
して教材のレイアウトを調整することで、適切で素早い教材作成が行えることが伺えた。
キーワード弱視教育、電子教科書、H T M L 教材、M N R E A D - J

1 ．はじめに
ロービジョンの人々にとって､ それぞれの

見え方に応じた表示環境は多様である( 葉
石; 1 9 9 5 ) 。また、その環境を作り出す方法も
様々である。ルーペを利用したり、眼鏡を装
用したりする光学的な方法や､ 拡大読書器や
コピー機により拡大する非光学的な方法な
どである。近年、テクノロジーの進歩とイン
ターネットの普及などと相まってコンピュ
ータによる表示環境の設定の研究も行われ
ている（前田ら：2 0 0 0 ) 。学習用素材の分野
では、中野ら( 1 9 9 4 ) がパソコン( P e r s o n a l
C o m p u t e r ) を禾l l用したロービジョンの視覚
特性に応じた表示の有効性について指摘し
ている。同研究では教材の電子化は
S G M L ( S t a n d a r d G e n e r a l i z e d M a r k u p
L a n g u a g e ) 等を禾l 1用した汎用性の高い素材
の作成が待たれることを指摘している。
氏間( 1 9 9 8 ) はS G M L のサブセットである

H T M L による教育用コンテンツ作成の有用
性､ 特に視覚障害教育への導入の可能性につ
いて指摘している。さらに、H T M L と
CSS(CascadingStyleSheets)により作り出
された表示環境と印刷による環境の違いを
検討している( 氏間ら：2 0 0 0 ) 。その結果、
H T M L 条件での読書速度は印刷条件と同等
に保てること、目次を介して目的のコンテン
ツに移動する時間についてはH T M L 条件の
方が印刷条件より有意に短いことが示され
た。この結果をもとに氏間( 1 9 9 9 ) はH T M L に
より作られた教材（以下、H T M L 教材）のし

イアウトを手軽に設定できるツール「H T M L
v l e w e r 」を開発した。
筆者はそれらを禾l l 用して教育実践を続け
てきた( U j i m a & O d a , 2 0 0 2 ) 中で、同ツール
の改良の必要性と読書評価との連携の必要
性を認めた｡ 本稿ではそれらの取り組みを実
践例を中心に報告する。

2 H T M L 文言表示ツールの改良
H T M L 文書表示ツール（以下、H T M L
viewer)は、Javascriptにより記述されたプロ
グラムである。H T M L ファイルにC S S を動的
に適用し表示環境を作り出すツールである。
同ツールの特徴は、( 1 ) C S S によるレイアウ
ト設定を行う、( 2 ) ロービジョンに適したユ
ーザインタフェイス、（3 ）オンラインでもス
タンドアロンでも禾l l 用が可能などである。

2 . 1 . H T M L v i e w e r の改良
H T M L v i e w e r を開発して4 年が経つ。その

間に､ オンラインで禾l l 用すると表示速度が遅
い、レイアウト設定画面がたくさんあって分
かりづらい､ 文字サイズを設定する基準が欲
しいなどのユーザの声を聞き、H T M L v i e w e r
の改良を行った。
2 . 1 1 表示速度の向上
C S S をプログラム内に格納しリクエスト

数を減らしアクセス速度を向上させた。
2 1 2 レイアウト設定ページの簡略化
レイアウト設定ページを一つにし、1 ～s

の数字キーを禾l l 用してすべてのレイアウト
項目を一度に設定し､ 確認できるようにした。

－1フー
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2 1 3 読書チャートとの連携
読書効率を確かめる方法の－つに

M N R E A D - J チヤー
~｢ablel:HTMLviewe｢の文卜がある（小田
字サイズの設定値とIo9ら:1998)。チャート

|09MAR polnisize layoutdata
1.5 8 8 f
1.4 7 0 e

1.3 5 5 ．
4 9 C

1.2 4 4 b
3 9 a

1.1 3 5 9
3 0 8

1 2 8 7
0.9 2 2 6

2 0 5
0.8 1 8 4

1 6 3
0．7 1 4 2
0 . 6 11 1

L a y o u t d a t a とはH T M L
v i e w e r がレイアウト設定の
管理のために用いる値
フオントサイズは視距離
3 0 c m での大きさを示す。

で得られる結果に
CPS(CriticalPrint
S i z e )がある。C P S
は最大読書速度で
読むことのできる
最小の文字サイズ
である。つまり、提
示文字サイズを
C P S に設定すると、
文字認知に支障の
ないサイズで､ かつ、
最多文字を画面に
表示することがで
きることになる。そ
こでH T M L v i e w e r
の文字サイズの設
定を同チャートで
禾l l 用されている単
位であるl o g M A R

を基準に設定した( T a b l e l ) ｡ 設定値は視距離
3 0 c m を基準にしているが､ 1 5 c m の視距離に
焦点が合う者には0 . 3 1 o g M A R 差し引いた文
字サイズを利用すればよいので視距離の変
更にも応じやすい。
2 1 4 画面表示と印刷物の補正機能
画面上の文字と印刷文字のサイズを同一
に保つ補正機能を設けた。

3 ．授業での実践事例
3 1 事例 A

3 1 1 読書評価
く視力＞
白地に黒視標、右0 1 、左0 ．2
黒地に白視標、右0 ．2 ，左0 ．2 5

＜視野＞
アムスラーチヤートにて中心視野のみ計測

右中心部直径5 度に残存
左中心部直径5 度に残存（但し、
左上から右下に向かって断続的に太
い線なら見える領域がある）

＜読書評価＞

チャート J1(b/w) J2(w/b) Jkl(b/w) pcJ3(b/w)
C P S 1 0．8 0 0．7 0 0．7 0 0．8 5
M R S2 1 3 1．8 8 1 5 9．3 7 1 1 9．6 6 1 1 2 6 1

b / w は白地に黒文字、w / b は黒地に白文字
C P S の単位はl o g M A R
M R S の単位は文字／分

3 . 1 2 指導の状況
読書評価の結果、白黒反転で、0 8 から
1 . 2 1 o g M A R の間の文字サイズでもっとも読
書に適したところがあることが分かった｡ 読
書評価を参考に、サンプルを作成しA さんに
選んでもらった。サンプルは、評価より文字
サイズ0 . 8 1 o g M A R ( 1 8 ポイント）から
1.11ogMAR(35ポイント）までを0.11ogMAR
刻みで用意した｡ 検査結果ではコントラスト
ポラリティ効果が示唆されたので配色は2
種類用意した。合計8 種類のサンプルの中で
本人が最も見やすいと選んだ条件は視距離
3 0 c m からみた2 8 ポイントの教材（換算する
と1 . 0 1 o g M A R ) であった。この結果は読言評
価の結果と一致している。
A さんは家庭学習用に文字サイズ2 8 ポイ
ントで黒地に白文字の印刷教材と､ 授業では
パソコンのディスプレイ上で同様のレイア
ウトのH T M L 教材を禾l l 用した。
授業中、A さんは、上のフレームにナビゲ

ーション用のリンク､ 下のフレームに本文を
表示したフレーム版H T M L 教材を禾l l 用した。
ページ移動時に迷わずナビゲーション用の
フレームを禾l l 用していた。
家庭ではパソコンを禾l l 用していないため、
印刷教材を禾l l 用した。家庭での学習は、白地
に黒文字の教材と比べ疲労が少なく楽に学
習できるということであった。
3 . 1 . 3 .まとめ
読書評価の後､ そのデータに基づいたサン
プルを提示しA さんに選んでもらうことに
より短時間で適切な教材の環境の選択が可
能であった。教材を配布後2 週間程度で配布
している教材と同じレイアウトのもと､ 読書
速度を測定した。速度は2 2 3 8 9 文字／分で
あった。読書評価での最大読書速度は
1 5 9 . 3 7 ±5 8 8 3 文字／分であったため、読書
評価の最速値が保てていることが分かった。

’臨界文字サイズ
2 最大読書速度

-1 B -
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また､ 授業で禾l l 用した情報機器環境について
は、フレーム版H T M L 教材を用意することに
より､ パソコン未熟達者でもすぐに操作に' | 貴
れ、目的の情報へたどり着くことができた。
A さんは家庭では印届| l 物を利用していた
が、授業中はパソコンを利用していた。本人
はパソコンの画面の方が明るくて見やすい
と言っていた。今回、背景が黒い印刷物を配
布したが､ 印刷コストが白地に黒文字に比べ
1 5 倍程度かかってしまうことを考えると、
オンスクリーン教材と併用することが望ま
しいと思われる。

3 ． 2 事例 B
3 2 1 読書評価
く視力＞
白地に黒、右測定不能、左 0 1 5

＜視野＞
アムスラーチヤートにて中心視野のみ計測
右測定不能
左黄斑回避の左半盲

く読書評価＞
チャート J1(b/w) J2(w/b) pcJ3(b/w)
C P S 1 0 0 1．00 1．30
M R S 9 3．6 8 1 2 6．6 4 1 4 1．7 0

3 ．2 2 教材提示上配盧事項
近距離視力は0 1 5 であった｡ 視野測定の結

果は、左眼の右倶l l に2 0 ～3 0 度の視野があり、
読書視力と合わせて考えれば､ 視覚による読
書が実用的な文字サイズにはある程度の幅
があると予測できる。
読書評価では、B さんの場合、白黒反転の

有無は読書に影響しない｡ 臨界文字サイズは、
1 1 o g M A R で、最大読書速度は、1 2 0 文字／
分である。B さんに適した読書時の文字の提
示は、1 1 o g M A R のサイズであり、反転の必
要はないことが分かった。
3 2 3 指導の状況
評価の結果を参考にサンプルを用意しB
さんに選択してもらった｡ サンプルの文字サ
イズは1 1 o g M A Rとその前後0 . 1 1 o g M A Rのサ
イズ、B さんの日常の視距離は2 0 c m であっ
たため1 8 ポイント、2 2 ポイント、2 8 ポイン
トの3 種類と、2 つの配色の6 種類の印刷物
であった。結果、B さんが最も読みやすいと
感じる文字サイズは2 2 ポイントであり、配
色は白地に黒文字であった。

■■■

一 P

B さんは印刷教材を中心に禾l l 用したが、授
業中はオンスクリーンで禾l l 用した｡ オンスク
リーン環境では、くっきりして見やすいこと
と､ 疲れにくいという理由から黒地に白文字
の環境で禾l l 用した。B さんもパソコン未熟達
者でありフレーム版のH T M L 教材をオンス
クリーンで禾l l 用した。
3 ．2 4 まとめ
B さんも読書評価に基づいたサンプルを

作成し配布資料のレイアウトを選んでもら
った。このことにより短時間で適切な読書環
境を提供することが可能であった。H T M L
v i e w e r の文字サイズの設定がl o g M A R 刻みで
あるためB さんのように視距離が2 0 c m にな
っても容易に文字サイズを設定できた。
H T M L v i e w e r の文字サイズの設定が妥当で
あることが伺える。教材を配布後2 週間後、
配布している教材で読書速度を測定した｡ 速
度は1 4 1 . 1 0 士2 5 2 3 文字／分であった。読書
評価の値よりかなり速くなっている。P C 版
M N R E A D - J でも似たような速度が出ている
ので何か関係がある可能性がある。
授業中は黒地に白文字の環境でオンスク
リーン教材を禾l l 用していた。B さんの内観報
告によると､ オンスクリーンの教材は読みや
すく、背景を黒にすると疲れにくいというこ
とであった。このことから、印刷物と違い容
易で安価にレイアウトを制御して提示でき
るH T M L v i e w e r のようなシステムは、ロービ
ジョン者の読書環境の設定に有効であるこ
とが伺える。
3 3 事例 D

3 3 . 1 ．読書評価
く視力＞
白地に黒、右0 0 5 、左測定不能

く視野＞
フェルステル視野計にて測定
右上方 4 度、下方 5 度、鼻側 1 0

度、耳側 5 度
左測定不能

く読書評価＞
チャート J1(b/w) J2(w/b)
C P S 0 . 7 0．6
M R S 1 9 9 ．9 8 1 7 8 ．4 5

3 . 3 . 2 教材提示上配盧事項
D さんの視力は右眼のみ0 0 5 で､ 視野検査

- 1 9 -
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の結果から救心性の視野障害で5 ～1 0 度で
ある。
読書評価において、読書速度は平均で2 0 0
文字／分程度であった。臨界文字サイズは
0.651ogMARであり、視距離30cmで13ポイ
ント程度の文字が適していると思われる。
3 3 . 3 指導の状況
D さんは通学で移動中も禾l l 用できること、
パソコンの操作には慣れていること､ 視野が
限られていることなどの状況から、P D A
(PersonalDigitalAssistant)を禾ll用した教材
を用意した。P D A 用のH T M L v i e w e r を開発
し、P D A に搭載し禾l l 用してもらった。
3 . 3 . 4 まとめ
P D A の画面幅が5 5 m m 、視距離が1 3 c m

だったので、目からP D A の横幅になす角度
は約2 3 度になるため、ちょうど視野に収ま
る｡ 本人の内省でも､ 視野にちょうど収まり、
見やすいと答えていた。本事例においても、
読書評価と視野検査により的確な教材が提
示できたと考えられる｡ 読書速度を比較する
と検査時が2 0 0 文字／分で、P D A では3 0 2
文字／分であった。この提示方法はD さんに
適していたと考えられる。

参考文献

4 おわりに
読書チャートを禾l l 用した読書評価とそれ
を基に教材のレイアウトを設定し印刷教材
とH T M L 教材のレイアウトをH T M L v i e w e r
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ー，電子情報通信学会技術研究報告( W I T O O - 0 5 ) , 5 1 - 5 6
●中野泰志・関みどり・菊地智明・高橋惠子・本田達也( 1 9 9 4 ) P Cを用いた弱視用リーディングエイドの試作( 2 )一学習
教材の電子化を考慮した改良一，第3回視覚障害リハビリテーション研究発表大会論文集, 1 2 0 - 1 2 3 ．
●葉石光一（1995）弱視児の読みに対する教育的配盧-心理学的研究からの示唆－，弱視教育,33(1),15-21．
●前田潤治・小林真（2 0 0 0 ）ユーザの視覚特性に対応したウェブページの変換，電子情報通信学会技術研究報告
(WITOO-12～25),61-66.
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ボスター発表 I

ポスター発表－1
ウェブアプリケーションによる

視覚障害教育に適した板書システムの開発と言平価
発表者：氏間和仁（愛媛県立松山盲学校）

目的：近年、インターネットの普及と相まって、教育現場においてもネットワークを利
用した教育用コンテンツやアプリケーションソフトの開発が進んでいる。それらの取組は
着実に成果を挙げている。氏間は授業でのネットワーク活用の事例の1 つとしてM i c r o s o f t
社製のN e t m e e t i n g を利用した板書の実践を行った( 氏間, 2 0 0 2 ) 。しかし、同実践で明らか
になった問題点もあった。本稿ではそれらの課題を克服し、更に音声ユーザも利用でき、
インターネットを介して利用できる板書システムの開発と評価について報告する。
経過: N e t m e e t i n g を利用した板書の主な問題点は、①文字サイズや配色、行間隔などを
各端末で詳細に設定できない、②音声ユーザは直接アクセスできない、③ネットワークの
環境によってはインターネットで即時的に利用できない、の3 つであった。そこで著者は
①文字、画像、動画が扱える、②板書内容をテキストとして再利用可能、③ネットワーク
( インターネット）に対応している、④安価に導入できる、⑤各端末のレイアウトの変更で
きる、⑥音声ユーザも利用できる、の6 つを新システムの要求とした。
内容：板書システムは、サーバサイドスクリプト言語であるp h p で開発した。板書情報
を管理するデータベース部はM y S Q L 、w e b サーバはw i n d o w s 版a p a c h e 、端末表示の部分
はH T M L v i e w e r ( K a z u h i t o U J I M A , K o i c h i O D A , 2 0 0 4 )を利用した。サーバシステムは
w i n d o w s 2 0 0 0 サーバを運用した。以下に、これらの要求を満たす方策について説明する。
①文字、画像、動画が扱える…文字しか扱えないと板書の利用の幅が狭まるのでマルチメ
ディアの対応を検討した。マルチメディアをw e b上で扱うにはF I a s h、S M I L ( S y n c h r o n i z e d
M u l t i m e d i a l n t e g r a t i o n L a n g u a g e )などがあるが、データの扱いやすさの面からHT M Lによ
しﾉ 板書を記述し、それを学習者が共有する方法を選択した。
②板書内容をテキストとして再利用可能…板書内容を授業後もテキストデータとして再利
用できるようにH T M L 形式を採用した。
③ネットワーク（インターネット）に対応している…N e t m e e t i n g はルータなどの設定によ
ってはL A N 内部でしか利用できない。インターネットを介したe - L e a r n i n g を進めるために
は多くのポートを利用しなくてすむシステム構成を検討する必要がある。従ってH T T P の
使用を採用した。
④安価に導入できる…安価に導入するために無料のサーバソフトウェア構成を採用した。
⑤各端末のレイアウトの変更できる…各端末で多用なレイアウト設定を実現するために
H T M L 形式の板書データにH T M L v i e w e r を導入した。
⑥音声ユーザも利用できる…N e t m e e t i n g による板書では即時的に音声ユーザが板書内容を
知ることは困難である。従って、音声ユーザも同等の情報を得るためにH T M L 形式で板書
データを作成することにした。
結果：本システムの授業実践は2 0 0 3 年9 月から現在まで行っている。本校の生徒1 0 名（内、
音声ユーザ1 名）が使用している。当初掲げた要求を満たし、授業実践で十分に利用でき
ている。板書の見やすさについて尋ねたところ全生徒が読みやすいと答えた。
考察：本システムを利用した全生徒が本システムによる板書を読みやすいと答えたことか
ら、ロービジョンや全盲の学習者が利用できるサーバサイドのシステムによる板書システ
ムが構築できたと考えられる。
結語：本システムがきっかけとなしﾉ 、一人でも多くの視覚障害学生の学習環境が改善され
れば幸いである。
参考文献
氏間和仁, H T M L 教科書と電子黒板を利用した授業の実践例, 弱視教育, 4 0 , 3 , 1 - 6 , 2 0 0 2
KazuhitoUjima,KoichiOda,DevelopmentandEvaluationofaNewHTMLBrowserMethodof
PresentingReadingMaterialforStudentswithLowVision,Applications:inE-EducationHuman
FactorsandlnnovativeApproaches,pp308-318,ISBN1591402921,ldeaGroupPublishinginUSA
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